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考
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ミ
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李
養
～
，
重
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今
般
、
學
術
會
議
禽
員
の
改
選
に
憤
り
ま
し
て
は
多
大
の
御
支
援
を

頂
き
、
御
蔭
様
で
常
選
の
榮
に
浴
す
る
こ
と
が
出
船
ま
し
た
。
此
の
ヒ

は
我
國
學
問
の
進
歩
向
し
の
爲
に
、
微
力
を
議
す
心
算
で
あ
り
ま
す
。

三
三
に
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
と
共
に
、
今
後
と
も
何
卒
御
叱
聾

御
後
援
下
さ
い
ま
す
こ
と
を
御
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。

各

位

人書

籍熟

蕃教残照

長野士授

南

殿
　
園

貝
　
塚
茂
樹
，

第第第

條條條

第
四
條

濫
費
研
究
・
曾
々
則
（
昭
利
廿
鉱
年
＋
一
月
改
花
〉

本
會
は
史
學
研
究
會
ど
離
…
す
る
。

本
・
會
の
事
務
所
を
山
斌
都
大
聖
丈
側
部
陳
列
館
内
に
帆
庭
く
り

本
會
は
京
都
大
學
丈
三
部
史
特
科
を
発
心
と
し
て
同
好
の
士
祁
集
ま
り
史

學
に
關
す
る
研
究
を
な
す
こ
と
を
日
的
と
す
る
。

本
會
の
事
業
は
概
ね
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
、
＾
曾
肺
憾
（
史
林
）
等
の
獲
行

一
、
會
合
　
二
、
研
究
調
査
及
び
見
學

ナ’置．

條

第
六
條

第
七
條

第
八
條

第
九
條

第
＋
條

算
＋
一
條

第
＋
二
三

第
＋
三
條

第
＋
四
條

　
　
の

（
附
則
）

’

本
會
に
理
事
長
一
名
、
理
事
五
名
、
監
事
二
名
、
評
鞍
啓
貝
呂
十
名
、
及
び

委
員
若
指
名
を
置
く
9

灘黒
｣
辮
齢
繍
轡
難
諜
朧
鯉
融
融
撫

す
る
Ω

評
議
鼓
は
會
員
曲
言
に
お
い
て
こ
れ
を
選
斑
し
愈
務
の
三
極
に
礁
ず
る
り

委
員
は
理
事
長
こ
れ
を
囑
託
し
編
輯
、
庶
粉
、
倉
計
の
實
務
を
分
掌
す
ろ
り

役
員
の
任
期
は
二
年
・
と
す
る
。
但
し
再
任
す
ろ
こ
と
が
出
來
る
。

本
會
の
”
的
を
賛
し
新
に
會
1
1
に
な
ろ
う
処
す
る
者
は
入
命
”
申
込
を
な
し

理
事
倫
M
の
激
…
認
を
受
け
る
こ
と
を
疎
幽
す
る
、

識
騰
鍮
轍
懇
難
黙
喰
継
鱗
鋼

　
毎
月
ご
囲
例
會
…
を
開
く
。
會
場
な
ど
は
そ
の
度
に
こ
れ
を
定
め
る
躰

　
毎
儒
＋
款
掃
期
に
於
て
維
會
を
閉
き
、
研
究
、
謝
…
査
、
見
樫
を
行
い
及
び
命
口

務
砂
報
　
告
を
す
る
。

　
野
臥
の
終
費
は
曾
費
．
事
業
輸
入
及
び
寄
附
金
を
以
て
支
回
す
る
，

＾
三
曹
ハ
は
ー
巨
額
七
拾
梶
野
と
す
る
。

本
會
則
の
墾
更
は
會
野
鼠
命
n
の
決
議
叢
よ
る
も
の
臣
す
る
。
但
し
鹸
務
勲

行
に
必
要
な
細
則
及
び
物
債
塁
壁
に
基
く
會
費
金
額
の
攣
吏
は
理
4
會
力

こ
れ
を
石
．
・
2
、

～
く
ぐ
’
㌔
～
≧
≦
≧
’
咀
篁
～
》
》
～
’
｝
～
’
～
ミ
’
～
き
、
乏
｛
監
《
∂
～
≦
く
～
鳴
く
く
～
匡
・
～
ミ
～
≧
・
吸
《
5
～
く
・
～
5
～
’
・
」
・
・
～
・
｛
’
～
く
《
～
・
聰
・
～
’
・
置
・
、
2
～
画
・
～
8
・
8
｛
～
．
ロ
κ
～
’
曙
9
『
、
～
馬
8
～
、
’
嘔
潤
『
～
’
鴨
欝
『
、
’
≧
，
馳
～
、
」
鴨
．
ク
、
’
、
σ
啄
．
『
，
夕
、
8
鷺
8
『
．
，
、
，
吃
B
書

　
史
學
研
究
會
，
新
役
員

迎
塩
田
　
’
　
原
　
随
園

理
論
（
編
輯
主
任
）
織
田
　
武
雄

同監　同同同同詐
議
員

（
庶
務
主
任
）
前
川
貞
次
郎

（
邪
計
主
任
）
藤
岡
謙
二
灘

　
　
　
　
．
田
村
賢
造
　
　
　
・

　
　
　
　
小
葉
田
　
淳

事
　
　
　
梅
原
末
治

　
　
　
　
那
波
　
利
貞

　
　
　
　
赤
松
　
俊
秀
（
國
史
）

1司　1司　i司i司1司r亘】1司1司1司r司1司

井
上
　
智
勇
（
西
洋
史
）

梅
原
　
末
治
（
考
古
學
）

織
m
　
武
雄
（
地
　
理
）

小
葉
m
　
淳
（
國
　
史
）

　
　
　
茂
樹
（
東
洋
史
）

那中田柴佐貝
田ljl村田伯塚
林
雄
脹
三
郎
（
國

寅
東
洋
史
話

賞
（
東
洋
史
二

實
造
（
東
洋
史
）
．

治
＝
西
洋
史
と

利
貞
（
來
洋
史
コ

　
　
　
　
史
二

同 軸 同同1司同朋同

原
　
随
園
（
西
洋
史
V

藤
　
直
幹
（
國
史
）

藤
｝
岡
謙
二
郎
（
地
　
理
）

前
川
貞
次
郎
（
西
洋
史
）

三
曹
　
彰
英
（
國
　
史
）

水
野
　
清
一
（
考
古
學
）

宮
崎
　
市
定
（
東
洋
史
）

村
鰻
之
亮
（
西
洋
史
考
古
學
）

委
員
（
編
輯
）
池
田
　
誠
（
東
洋
史
）

同
　
　
　
〔
同
　
）
石
川
　
榮
吉
（
地
　
狸
）

1司【剛r司i司「可i司匿Li司1司i司

同
A　　A　一“．L　i－N　A　r一一　A
lト裡　1匹可　卜導　i・ij　【・‘j　l・iJ　I・d

）
越
知
ほ
　
武
臣
（
西
洋
史
〉

）
門
脇
　
掌
中
（
國
　
史
）

）
雄
井
彦
七
郎
（
東
洋
史
）

）
水
津
　
一
朗
（
地
　
理
）

）
高
尾
　
　
＝
疹
（
國
　
史
）

）
林
　
己
奈
夫
（
考
占
艇
）

（
庶
務
）

（
曾
計
）
横
山

）
藤
澤

）
星
田

　
岡
部

浩健輝長
一彦夫治

扇蟹酉考
1「ボ洋洋占

學史史學

昏

．

1

へ…
寧
3
～
－
！

．
　
一
監
，
．
一
．
「
　
．

重

噛

　；x
・　㌔参

響
L・．：

．
　
，



mp　＠

小
　
松
　
競
　
の
、
獲
　
展
　
　
（
灘
跡
）

「
小
松
史
料
編
」
上
　
膨
」
欝
O
　
「
絹
縮
方
一
件
」

「
伽
賀
藩
史
料
」
錦
十
二
編
　
℃
「
潰
O

⑭
　
　
「
小
松
史
料
編
」
下
　
同
、
’
へ
鴇
署
　
「
翻
運
上
一
事
」

　
「
近
年
御
津
方
に
諮
る
て
翻
揖
來
三
斜
に
付
、
小
松
町
絹
商
實
猛
者
と
る

　
蓬
惑
之
趣
等
…
…
」

年
代
は
不
明
で
帝
の
る
が
、
｛
一
々
潤
か
ら
寂
声
し
て
幕
末
の
」
も
の
と
闘
心
わ
れ
る
o

qb　qs）

周　阿

上製、上

靴
。
離
O
ヅ
い

℃
」
O
謡

飼・

x
こ
⇔
叡

「
順
流
町
鳶
差
止
鯵
一
件
」

「
絹
道
心
差
止
之
一
件
扁

本
誌
三
三
ノ
五
所
載
「
我
が
律
令
時
代
の
里
と
郷
と
に

つ
い
て
」

　
　
　
　
の
正
誤
表

四四囚圏四鶴≡三三盗三三三三三檀二
六蹴泥○○○入六鋤三三三三　　：雲
上下上下下上上上下．1＝ゑ下下割書
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誤

囎瓢

�
�
ﾁ
†
　
（
十
一
一
山
ハ
年
）

（
六
三
〇
年
頃
）

等
分

上、

X
に

戸
分
羅
誌
丈
二

季
。
言
ひ
。

我
が
葎
律
八
”
時
代
の
魏
堺

郡
、謹
製
の

改
．
3
5
ら
れ
こ
と
に
氣
が

つ
い
て

修
羅
剃

捌
く
襟
幅

　
む
撫
原
村
。

　
　
　
　
　
回

漕
組
翌
年
（
七
一
流
年
）

（山

n…

w
○
加
†
）
　
頃

戸
令
上
に
翼
に

戸
含
以
上
は
一
二
㎝
、
丈
化
』

馬言
ひ
、

我
が
葎
げ
ん
ア
時
代
の
細
酵
剃

郡制
勅
が

改
．
め
ら
れ
た
こ
と
に
氣
が

つ
い
た

露
里
翻

曰
く
、
云
云

　
む

春
日
寸
　
　
　
　
　
，

十
↑
塵
メ
墨

六
二

…
一
…
ー
ー
爲
　
繍
　
解
　
設

　
　
岡
版
λ
鳶
藤
縣
讃
象
は
、
一
九
二
九
年
か
ら
黛
Q
年
の
頃
に
山
東
省

　
の
藤
縣
か
ら
毘
土
し
た
愚
の
で
、
昭
和
鉱
揖
年
の
秋
に
京
大
入
交
科
學
研

　
究
所
で
催
さ
れ
た
「
雪
避
濃
欝
象
石
拓
本
展
」
に
な
ら
べ
ら
れ
、
初
め
て

　
紹
介
さ
れ
た
新
史
料
の
中
の
も
の
で
あ
る
。
㎜
槻
蹴
載
M
矧
は
齢
既
に
知
ら
れ
た
も

　
の
が
三
種
函
の
る
が
、
こ
転
に
繍
胸
げ
」
に
襯
囲
恥
駅
ぼ
何
れ
∵
も
か
な
h
リ
精
細
さ
の
あ

　
る
も
の
だ
が
、
二
丈
に
蓮
べ
た
よ
う
に
技
衝
酌
な
解
明
が
で
き
ぬ
貼
が
甚

　
だ
多
い
。
縢
縣
姓
象
で
興
味
を
ひ
く
の
は
機
を
織
る
羨
で
の
準
備
作
業
が

　
わ
か
る
こ
と
で
、
竃
こ
の
黙
珈
岱
暴
山
八
題
㍗
工
學
鷲
朋
賊
の
撒
織
灘
四
左
轟
か
に
あ
る
の
雑
X

　
（
ワ
ク
）
を
鯨
じ
て
い
る
岡
と
共
に
漢
代
の
機
織
の
準
備
工
程
や
船
具
が

　
加
川
何
り
な
る
も
の
で
あ
っ
た
．
か
が
知
れ
る
O
こ
の
岡
の
技
徳
的
に
鯉
肌
く
よ
り

　
も
、
…
研
〃
の
小
木
臨
脳
ロ
磁
の
開
瓢
人
工
…
圃
物
始
と
比
較
さ
れ
．
る
と
一
癬
蹴
ハ
醗
℃
か
噛
深
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
だ

　
で
あ
ろ
う
。
B
辮
凹
下
段
の
ゐ
九
方
は
盛
服
な
い
」
に
は
め
る
緯
二
尉
（
粥
拓
。
禦
寧
）
を

納
巻
羅
章
堕
、
、
A
岡
に
高
じ
為
が
梨
さ
在
」
い
る
が
、
巽
工

　
…
開
円
物
』
の
「
紡
寧
繍
門
」
に
あ
た
り
、
左
上
の
隅
に
あ
る
ゆ
丁
形
の
・
も
の
は
枇
快

　
紳
畢
に
か
け
た
縣
で
あ
る
⇔
右
方
は
綜
を
繰
る
…
嗣
で
『
天
工
開
物
』
の
「
哺
調

　
綜
囲
」
と
一
致
し
，
人
物
が
手
に
持
つ
も
の
は
縣
を
巷
い
た
鑓
で
、
袖
の

　
下
の
と
こ
ろ
に
あ
る
三
木
・
の
粧
の
あ
る
の
は
タ
タ
リ
（
騨
伽
）
で
あ
っ
℃
、

　
何
れ
も
『
天
工
開
物
鵠
の
ら
の
と
攣
り
が
な
い
。
　
（
太
田
英
藏
）

ー
ー
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ζ
～
ー
ー
ミ
　
　
　
　
　
く
ぐ
～
一
く
一
…
一
（
ノ
ー
㌧

轍
鐙
暫
紹
介

角太辮星高

研欝ヲ担瑚尾

丈英忠輝一

衛蕨熊夫無

煙日野氏恥

京
大
交
學
部
特
別
研
究
生

京
大
丈
藁
三
助
．
乎

立
命
館
穴
學
丈
四
部
講
師

川
島
繰
物
研
究
野
々
田

大
阪
市
立
大
學
助
教
授

（7ア4）



　
　
　
　
　
　
　
著
書
論
交
購
録

　
　
箇
輩
な
概
謹
を
試
み
で
い
石
。

　
　
　
　
古
墳
時
代

石
蝋
帆
・
土
製
の
磨
孔
小
言
板
は
、
古
墳
・
倖
層
堤
。

祭
穐
癒
跡
馨
か
ら
多
数
に
獲
見
さ
れ
る
Q
こ
れ
等
は

お
し
な
べ
℃
紡
錘
車
と
呼
ば
れ
て
い
ろ
が
、
果
し
℃

そ
の
す
べ
℃
が
紡
錘
常
叩
で
あ
っ
た
か
は
脚
蝋
閥
一
で
あ
っ

℃
、
鏡
の
模
貼
池
月
…
と
ナ
る
詮
」
も
あ
る
。
　
（
轟
荷
橋
繊
理
十
｝

後
欄
物
激
罰
　
　
圃
五
i
二
二
習
只
）

織
機
の
諭
貫
料
は
上
野
上
細
諏
乱
ぬ
蟄
囲
鵜
｛
見
の
石
製
燈
聡
驚

鼎
…
淋
繰
｛
一
の
竜
の
で
あ
る
。

　
高
橋
健
自
『
古
墳
二
見
石
製
模
叢
器
具
の
研
卿
％
』

　
　
（
帝
室
檸
物
三
二
報
第
一
僻
　
大
八
）
二
八
i

　
　
三
〇
頁

こ
れ
に
つ
い
て
は
上
蜴
太
田
氏
論
丈
竜
論
及
し
て
い

る
。

山
ぬ
填
か
ら
伽
蟹
見
さ
れ
る
布
の
稲
幾
山
ハ
は
市
木
鼎
い
ム
ロ
の
も
の

3
も
武
曾
め
て
か
か
バ
リ
の
糟
琳
に
ト
｛
つ
て
い
る
が
、
紡
師
猛
的

な
州
鱗
｛
％
懸
軍
衣
は
皆
瓶
｛
で
あ
る
。
柵
蝦
々
の
報
八
口
堂
員
の
制
泌

欝
学
も
詑
π
常
に
儒
碑
…
半
で
あ
る
の
で
、
技
締
罷
柔
な
旗
門
究
の

た
め
に
は
縞
物
を
再
検
査
ナ
る
必
要
が
あ
る
。
た
ど

　
清
野
謙
武
・
三
宅
宗
轍
「
阿
武
出
宵
墳
の
乾
漆
棺
内

　
　
に
於
い
て
嚢
見
さ
れ
た
る
布
片
」
（
『
癖
津
阿
武

　
　
由
四
三
晶
纂
Ψ
繍
脚
査
㍊
二
丁
』
肌
醗
録
）
の
み
ぼ
詳
細
脚
な
知
記

　
　
塾
を
試
み
て
い
る
。

　
そ
の
他
年
代
ほ
不
明
で
あ
る
が
筑
前
宗
像
憩
濫
沖
・

津
宮
御
金
藏
内
鐘
物
の
中
に
雛
形
金
銅
製
高
機
回
具

が
あ
る
。

　
豊
元
闘
「
操
艦
大
鷺
翠
黛
紳
前
腎
津
宮
縫
内
御
金

　
　
藏
・
撫
蟻
見
の
金
隅
脚
鋼
瓢
遺
“
旗
に
難
い
で
」
（
「
考
古
學
」

　
　
＝
一
三
）

歴
史
時
代
の
も
の
と
し
℃
は
正
倉
院
に
於
け
る
笠
物

か
ら
騨
瓢
画
ワ
て
の
他
に
み
る
三
型
嚇
が
あ
る
が
、
技
繍
…
解

方
衝
の
研
究
と
し
て
は
ま
こ
と
に
云
々
と
し
℃
い

る
。
　
明
細
染
入
「
飛
鳥
時
代
の
染
織
丈
様
と
服
制
」

　
　
（
「
東
洋
華
華
」
特
輯
、
日
本
美
術
史
二
）
　
，

　
4
　
　
　
「
鳥
撃
時
代
の
染
織
と
羅
飾
丈
様
」

　
　
（
東
洋
美
衛
特
輯
「
日
本
美
攣
縮
」
猿
三
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
〃
・
　
　
　
「
天
李
時
代
の
染
織
に
つ
い
て
」

　
　
（
「
佛
私
蝋
美
術
山
ハ
」
）

　
石
田
茂
作
「
奈
良
時
代
の
染
色
技
術
」
（
『
奈
良
時

　
　
代
丈
化
難
孜
』
）

　
〃
　
　
　
　
「
天
冨
∵
密
鷹
烈
帖
の
文
闘
伽
に
つ
い
て
」

　
　
（
『
　
〃
　
』
）

　
太
田
英
戴
「
瑞
錦
と
我
が
上
代
錦
」
　
（
「
里
門
」

　
　
四
〇
入
）

　
〃
　
　
　
　
「
卜
賜
代
錦
江
と
甲
て
の
紅
炉
川
」
　
　
（
『
正
倉

　
　
院
丈
化
』
）

　
〃
　
　
　
　
「
時
法
大
師
潴
來
健
陀
丁
子
袈
裟
に
つ

　
　
い
で
」
　
（
「
東
洋
史
研
醸
し
昭
ニ
ニ
。
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
σ

佐
々
木
信
三
部
暇
、
警
護
濫
発
維
帳
錦
塗
私
見
論

　
（
「
避
島
織
物
研
雀
羅
報
告
」
僻
心
八
）

　
　
次
號
寸
評
（
；
西
ノ
　
｝
｝
）

日
不
上
代
に
於
け
る
乖
小
馬
の
夙
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
…
・
小
林
行
灘

未
　
　
　
　
定
：
…
…
…
…
…
・
直
木
孝
次
郵

チ
ュ
ル
ク
族
の
始
㍊
胆
傳
灘
脚
に
つ
い
℃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
：
：
．
確
　
　
な
ザ
　
　
甑
細
　
　
昏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駐
　
爵
　
　
瑞

史
料
解
説
ー
ル
！
ス
カ
ヤ
・
プ
ラ
ウ
世
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
河
村
盛

雄
界
動
向
か
鯛
史
・
民
俗
學
）
・

　
蹴
御
澄
“
挑
綱
文
門
三
熱
捗
．
蛍
h
識
見
・
ワ
て
の
他

　
　
　
魑
削
回
圃
隅
衣
　
　
（
一
二
一
ニ
ノ
山
ハ
）

北
陸
門
徒
の
關
肛
梱
移
民
：
：
：

ジ
ョ
ン
・
デ
ィ
ッ
キ
ン
ソ
ン

の
え
ら
ん
だ
痘

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
聚
“
洛
…
の
生
山
辣
油
：
：

目
代
解
関
川
轟
昌
勝
掃
臨
晶
嚴
駅
の
燃
欄
三
門

　
學
界
転
向
（
酉
洋
史
）

　
費
料
紹
介
、
書
瀞
、

一

施永治…1‘

IM津津來

誠朗晃電

球
丈
索
引
、
そ
の
他

（　87L）　）



彙

報

て
い
る
、
叙
撃
永
よ
リ
懸
同
量
に
静
薙
及
ぶ
莫
大
な
興
淵
帳
の

　
節
で
あ
る
。

　
本
丈
は
寅
暦
三
年
七
月
畢
錫
郷
帳
貧
中
買
と
抽
二

伸
問
と
が
蓮
呈
し
℃
訴
歌
を
毒
し
た
に
封
ナ
る
繰
屋

伸
問
か
ら
の
返
答
歌
で
あ
る
。
綿
・
賀
は
、
江
戸
中
糊
州

以
後
搬
…
河
に
於
け
る
紬
作
の
獲
展
と
単
行
し
て
、
茱

鍾
と
共
に
人
力
稼
、
水
車
稼
に
よ
り
搾
ら
れ
る
汕
及

　
カ
ス

油
粕
の
雷
…
要
な
原
料
で
仙
の
つ
た
。
軸
獅
煎
繰
り
の
田
剛
産
物

お
し
℃
繰
綿
商
吊
貴
過
雫
の
助
け
に
な
る
と
記
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
か
く
も
電
要
な
綿
賓
の
寅
買
に
關
し
、

繰
燃
重
日
閲
、
百
…
姓
繰
り
の
肉
ゴ
田
蜜
朗
R
の
要
望
と
、
油

醗
及
び
鄭
重
商
人
の
濁
占
買
付
け
要
求
と
が
並
立
し

て
い
る
。
後
者
の
謙
既
飛
に
よ
れ
ば
、
巾
・
噸
只
が
繰
ロ
雌
と

“
捌
麗
の
…
同
に
立
っ
て
綿
轡
ハ
を
扱
う
の
が
古
來
よ
り
の

仕
來
リ
で
あ
り
、
彼
馨
は
又
百
姓
が
堅
地
に
持
ち
込

ん
だ
吹
綿
か
ら
田
下
た
綿
實
や
、
大
阪
三
螂
や
近
國

他
糊
門
か
ら
の
紬
脚
磁
只
壷
κ
も
、
闘
只
取
る
事
輔
が
隅
來
た
ら
し

い
。
し
か
る
に
こ
の
寅
繋
累
に
、
大
阪
に
は
、
買
付

け
に
耕
し
て
猫
占
的
な
大
阪
油
屋
伸
賜
が
梅
來
、
又

単
野
へ
の
綿
も
堂
を
減
じ
た
事
か
ら
、
年
野
の
油
屋
8

巾
－
…
員
は
白
阿
ら
も
η
〈
掴
心
高
的
に
国
産
漁
岬
の
紬
脚
貴
を
剛
貝
付
「

け
な
け
れ
ば
立
ち
行
か
な
い
ま
う
に
な
っ
た
Q
こ
れ

に
噛
し
繰
込
は
中
事
に
賓
鳥
を
猫
占
さ
れ
る
事
は
綿

鰍
ハ
偵
絡
を
彼
等
に
決
定
さ
れ
る
寧
に
な
り
、
い
き
お

い
須
路
の
下
落
壷
¢
麟
覚
紘
旧
せ
ね
げ
M
な
ら
な
い
」
か
ら
、
り
で

う
し
た
油
単
等
の
要
求
に
附
し
て
紋
勿
論
、
大
阪
の

晶
個
の
時
債
を
平
野
て
綿
貴
の
編
坦
楕
を
考
慮
し
よ
．
う
と
い

う
要
、
協
集
に
照
し
℃
さ
え
も
掛
向
か
塩
反
騰
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
Q
こ
の
掛
門
々
こ
そ
幕
・
天
」
に

於
け
る
都
市
商
入
的
ギ
ル
ド
的
強
電
と
そ
れ
に
慰
す

る
農
樗
企
業
の
自
由
へ
の
要
望
・
と
の
リ
オ
盾
の
漁
ル
山
に

他
な
ら
な
い
。
當
地
油
屋
中
貿
を
連
理
へ
と
か
リ
立

て
た
要
…
凶
が
趣
贋
村
に
お
け
る
百
姓
懸
禅
の
驚
一
驚
に
あ
っ

た
1
例
え
ば
「
三
拾
年
以
葡
迄
八
百
姓
霞
二
二
木
綿

川繰

R
丁
挫
機
曾
テ
餓
…
之
」
（
中
脳
玖
壁
越
の
一
牌
餌
）
一
加
川
く
、

又
繰
恥
屋
が
胃
圓
姓
繰
と
灘
ハ
㎞
巡
の
烈
胴
ψ
宵
の
ト
…
に
立
つ
℃
い

　
　
　
　
　
　
　
（
に
蜀
ゴ
る
）

る
一
「
．
織
之
汕
神
隠
貿
大
分
雑
く
り
燈
中
外
百
姓
繰
」

（
本
丈
）
一
如
く
、
　
彼
鯵
が
古
き
繁
難
な
封
建
的
商

業
機
構
を
破
捜
し
て
一
歩
一
歩
自
ら
の
新
し
き
自
出

な
生
山
産
機
扁
椛
…
を
典
贋
村
に
打
ち
立
て
て
行
っ
た
一
つ
の

竜
標
に
他
な
ら
な
い
O
　
　
　
　
（
井
ケ
田
良
治
）

編
輯
後
記

　
本
々
「
は
最
初
「
近
代
ル
四
の
酒
田
濟
約
粟
田
」
L
」
い
う

テ
ー
マ
で
特
紺
牌
す
る
計
劇
で
あ
っ
た
が
、
諸
侃
狸
の
事

幣
で
は
じ
め
の
意
隅
を
、
十
分
に
は
果
し
難
い
結
果

．
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
特
に
串
國
・
野
心
そ
の
他
所

㎜
謂
累
果
洋
に
於
け
る
此
の
問
題
に
つ
い
て
の
眺
繭
稿
を
得

ら
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
が
、
太
田
英
曲
隷

氏
に
よ
っ
て
、
中
江
古
代
絹
織
技
衛
に
關
ナ
る
問
題

…
七
〇

作
を
の
せ
る
事
が
幽
干
た
し
、
円
本
酉
洋
に
於
け
る

問
題
に
つ
い
て
は
、
若
い
人
藩
の
力
あ
る
論
文
を
辱

め
得
礒
だ
。
田
ぬ
う
に
、
淋
刈
曝
書
雪
月
の
諸
跡
挫
の
束
緯
・
と
㎜
四

い
な
が
ら
、
髄
愈
を
抑
し
進
め
得
た
農
斑
を
描
き
餌

す
事
は
、
災
林
の
歴
史
点
¢
ふ
り
板
邸
っ
て
見
て
、
重
り

…
捌
の
な
い
こ
・
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
画
角
、
讃
麿

諸
氏
の
批
甥
を
賜
わ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
な
お
次
號
よ
り
、
會
昌
只
無
鑓
氏
の
積
M
継
四
丁
な
る
投
仙
鍋

を
お
．
願
い
し
た
い
。

一
九
五
一
年
一
月
二
十
五
日
　
印
刷

一
九
鋸
一
年
二
月
　
　
一
　
阿
　
饗
行

動編獲
行
人

定
傾
隔
四
◎
團

　
林
（
簗
西
巻
｝
、
二
合
併
翠

　
蹴
鑑
大
計
文
學
綿
内

灘
　
　
　
　
史
學
研
’
究
會

　
　
　
　
代
表
者
繊
田
武
雄

　
大
盤
富
Ψ
棄
賊
憎
配
鷲
隔
叫
　
｝
　
ノ
穴

　
　
　
　
　
建
本
貞
三
郎

　
哀
都
市
宕
豪
麗
太
鋸
上
梁
鶴
町
㎝
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
膚
革
、
‘

印
刷
灰

〆

登
行
所

大
日
木
印
刷
株
式
會
砥
瑚
膨

大
阪
市
東
擁
南
新
町
一
ノ
六

譲
教
育
タ
イ
ム
ス
冠

　
　
　
張
替
大
阪
七
一
九
二
〇
番

（　88L）　）
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一
九
五
、
．
年
九
月
六
同
第
三
種
郵
便
物
紐
置

　
一
九
五
一
年
一
月
＝
十
五
日
印
刷

し
触
．
巴
』
・
．
一
　
．
．
コ
」
　
　
繍
　
－
重
．
．
－
　
．
．
，
，
1
　
，
｛
∩
i
警
覧
　
．

史
　
　
林
　
第
三
十
四
巻
　
第
丁
二
合
併
號
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